


























(PVN)を採取した｡また,コントロール群である無麻酔,無注射のNA-NI (no anesthesia-no injection :
n-6)群より同試料を採取した｡血祭ACTHおよびcorticosterone濃度はECLIA法およびEIA法により測
定し,摘出PVNのCRH hnRNAおよびmRNA発現量はreal time PCR法にて定量した｡






















測定し,摘出PVNのCRH hnRNAおよびmRNA発現量はreal time PCR法にて定量している｡
その結果,以下の点を明らかにしているo ①capsaicin注入後30分において, capsaicin群の血費ACTHは
vehicle群に比べて有意に増加し, capsaicin注入後60分では, capsaicin群の血費corticosteroneはvehicle群
に比べて有意に増加した. ②pvNのCRH hnRNA発現はcapsaicin注入後15分で3･2倍に増加した0 -万,
CRH mRNAはcapsaicin注入後60分で2. 6倍に増加した｡
以上の結果より,舌へのcapsaicin注入は, CRH遺伝子をupregulate L, HPA axisを活性化することが
示された｡すなわち,三叉神経刺激は痛みストレスとして視床下部に情報伝達され　生体はストレス反応を起
こすことが明らかとされた｡また, hnRNA遺伝子発現解析はストレスの遺伝子転写活性の指標として有用で
あるとの結論が得られた｡
本研究は,三叉神経領域の痛みストレスが他のストレスと同様, HPA axisを活性化することを明らかとし,
さらにCRH hnRNA遺伝子発現解析による脳内(PVN)ストレス量の定量法についての有用性を世界で初め
て示唆した｡本研究成果は,三叉神経額域の痛み刺激が延髄より高位の中枢に及ぼす影響および痛みの診断,
治療について,今後の研究および臨床に寄与することが多大である｡よって,本研究は,博士(歯学)の学位
授与に値するものと認める｡
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